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この製品は、所定のセットアップを実行することによ
り、欧州規制適合製品となります 詳細については、
DOC シート規格適合証明書をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物

質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は土壌の通気作業に使用する歩行型のエア
レーション装置であり、そのような業務に従事するプ
ロのオペレータが運転操作することを前提として製造
されています。この製品は、集約的で高度な管理を
受けているゴルフ場やスポーツフィールドの芝生、あ
るいは商用目的で使用される、面積の大きな芝生に
対してエアレーション作業を行うことを主たる目的とし
て製造されております。

重重重要要要 こここののの機機機械械械ににに本本本来来来ののの性性性能能能ををを発発発揮揮揮さささせせせ安安安全全全にににおおお使使使いいい
いいいたたただだだくくくたたためめめににに、、、こここのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルににに記記記載載載
ささされれれててていいいるるる内内内容容容ををを十十十分分分にににごごご理理理解解解くくくだだださささいいい。。。適適適切切切ななな講講講習習習
ををを受受受けけけなななかかかっっったたたりりり、、、正正正しししいいい操操操作作作方方方法法法ををを守守守らららなななかかかっっったたたりりり
すすするるるととと、、、けけけがががをををすすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。安安安全全全ななな運運運転転転操操操作作作
ややや安安安全全全確確確保保保のののたたためめめのののヒヒヒンンントトトなななどどどにににつつついいいててて、、、よよよりりり詳詳詳しししいいい
情情情報報報はははこここちちちらららへへへwww.Toro.com。。。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で製品やアクセサリ
情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上
げ製品の登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。

© 2018—The Toro® Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420 2

連連連絡絡絡先先先 www.Toro.com.
Printed in the USA

禁禁禁無無無断断断転転転載載載

 



目目目次次次
安全について ............................................................. 4

安全上の全般的な注意 ................................... 4
安全ラベルと指示ラベル ...................................... 4

組み立て ................................................................... 8
1後輪を取り付ける ......................................... 8
2ハンドルを取り付ける .................................... 9
3バッテリー液を入れて充電する ........................ 9
4後フードを取り付けるCE規格 ........................11
5 ベルトカバーを取り付けるCE 規
格............................................................11

6 CE 用のデカルと製造年デカルを貼り付け
る ............................................................12

7 タインホルダー、ターフガード、タインを取り
付ける ......................................................13

製品の概要 ............................................................. 13
各部の名称と操作 ............................................ 13
仕様 ................................................................. 16
アタッチメントとアクセサリ ................................16

運転操作 ................................................................. 17
運転前の安全確認 ........................................17
燃料を補給する ............................................17
エンジンオイルの量を点検する .........................18
油圧オイルを点検する ....................................18
エンジンスクリーンの清掃................................19
運転中の安全確認 ........................................19
斜面での安全確保.........................................20
エンジンの始動と停止 ....................................20
インタロックシステム安全装置 ..........................21
運転操作 .....................................................21
サービスラッチ整備用ラッチを取り付け
る ............................................................21

タインホルダー、ターフガード、タインを取り
付ける ......................................................21

タインの交換 ................................................23
穴あけ深さを設定する ....................................23
手動による芝面追従を行なう場合のセッティン
グ ............................................................23

運転終了後の安全確認 ..................................24
エアレータを手で押して引いての移
動............................................................24

システム制御回路のリセット .............................24
コアリングヘッドが下降したままの状態で
マシンを移動させなければいけない場
合............................................................25

ロープ掛けのポイント .....................................25
トレーラへの積み込み ....................................25
ラインマーカーを使う ......................................26
重量移動機構の調整 .....................................26
追加用ウェイトを搭載する................................26
エアレータコントロールモジュール
(ACM) ........................................................... 27

ヒント ................................................................ 28
保守 ........................................................................ 30
推奨される定期整備作業 ...................................... 30
保守作業時の安全確保 ..................................30
始業点検表 ..................................................31

整備前に行う作業 ................................................ 31
マシンを持ち上げる........................................32

潤滑 ..................................................................... 33
コアリングヘッドのベアリングの点検 ...................33

エンジンの整備 .................................................... 33
エンジンの安全事項 .......................................33
エアクリーナの整備........................................33
エンジンオイルとフィルタの交換 ........................34
点火プラグの整備 .........................................35

燃料系統の整備 ................................................... 36
燃料フィルタの交換........................................36
燃料タンクの内部清掃 ....................................37

電気系統の整備 ................................................... 37
電気系統に関する安全確保.............................37
バッテリーの整備 ..........................................37
ヒューズを点検する ........................................38

走行系統の整備 ................................................... 39
タイヤ空気圧を点検する .................................39
走行ドライブのニュートラル調整 ........................39

ベルトの整備 ........................................................ 40
ポンプベルトの調整 .......................................40
ベルトの点検 ................................................40

制御系統の整備 ................................................... 41
芝面追従システムのリセット .............................41

油圧系統の整備 ................................................... 41
油圧系統に関する安全確保.............................41
油圧ラインの点検 ..........................................41
油圧オイルとフィルタの交換 .............................41
油圧システムのテストポート .............................42

エアレータの保守 .............................................43
締め付けトルクの点検 ....................................43
サイドシールドの調整 .....................................43
ターフガードの交換 ........................................43
穴あけ間隔の調整 .........................................43
コアリングヘッドのタイミング .............................44

保管 ........................................................................ 45
故障探究 ................................................................. 46

3
 



安安安全全全にににつつついいいててて
安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 周囲の人や動物を機械から十分に遠ざけてくださ
い。

• 排出口の近くに、手足などを近づけないでくださ
い。周囲の人や動物を十分に遠ざけてください。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• マシンを停止させ、エンジンを止め、駐車ブレーキ
を掛け、キーを抜き取り、各部が完全に停止した
のを確認してから運転位置を離れる。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識のついている遵守事項は必
ずお守りください注意、警告、および危険 の文字は、
人身の安全に関わる注意事項を示しています。これら
の注意を怠ると死亡事故などの重大な人身事故が発
生する恐れがあります。

このマニュアルの他の場所に書かれている注意事項も
必ずお守りください。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。 破損したりはがれたり
した場合は新しいラベルを貼付してください。

decal93-6696

93–6696

1. 負荷が掛かっている危険 オペレーターズマニュアルを読む
こと。

decal93-9084

93-9084

1. 吊り上げポイント 2. ロープ掛けポイント

decal93-9363

93-9363

1. 駐車ブレーキ 3. ロック解除

2. ロック

decal117-2718

117–2718
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decal106-8835

106-8835

1. On/Off 7. ヘッド下降

2. 出力 8. ヘッド上昇

3. ソレノイドバルブ下降 9. 移動走行1
4. ソレノイドバルブ上昇 10. エアレーション4
5. ソレノイドバルブ、クイック 11. 芝面追従

6. 入力 12. 下降OK

decal106-8853

106-8853

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

2. 穴あけ深さ

decal106-8856

106-8856

1. オペレーターズマニュアルを読むこと

decal107-7547

107-7547

1. 巻き込まれる危険 可動部
に近づかないこと。

2. 警告 表面が熱い。触れな
いこと。

decal107-7555

107-7555
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decal110-4664

110-4664

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

3. ボルトのサイズ

2. レンチのサイズ 4. トルク

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと 爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当て
を受けること

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止

decal106-8854

106-8854

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。 4. エンジン始動 7. エンジンの始動手順始動キーを ON に
回し、駐車ブレーキを解除する。オペ
レーターズマニュアル を読むこと。

2. エンジン停止 5. オペレーターズマニュアル を読むことス
イッチ上げて芝面追従 ON、スイッチ
下げてでスペーサをつけると芝面追従
OFF

8. エンジンの停止手順PTOを解除し、駐
車ブレーキを掛け、始動キーを OFF に
回して抜き取る。オペレーターズマニュ
アル を読むこと。

3. エンジン作動 6. オペレーターズマニュアル を読むことス
イッチを押すと安全装置の作動テスト

9. 移動走行と穴あけ間隔の選択レバー
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decal107-7534

107-7534

1. 警告オペレーターズマニュアルを読む
こと。

3. 巻き込まれる危険 可動部に近づかな
いこと。

5. 手や胴体が押しつぶされる危険 コアリ
ングヘッドを上昇させたときには、整備
用ラッチで固定すること。

2. 警告 整備作業前にはエンジンキーを抜
き取り、マニュアルを読むこと。

4. 手足に大怪我をする危険 周囲の人を十
分に遠ざけること。

6. 整備前にマニュアルを読むこと― タイン
ボルトのトルク値は41N·m4.1kg.m。

decal115-4716

115-4716

1. 警告講習を受けてから運転すること。 7. 警告整備作業前にはエンジンを停止させ、マニュアルを読む
こと。

2. 衝突の危険 機械の運転は、機械を後ろ手に引くようにして前
向きに歩いて行なうこと。後ろ向きになる場合には、自分の後
方および足元の安全に十分注意すること。

8. ベルトへの巻き込まれと手足を潰される危険可動部に近づかな
いこと。すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。作
業中は十分に安全な場所まで人を遠ざけること。

3. レバーを上にすると後退 9. 警告燃料補給前にエンジンを止めること。

4. レバーを下にすると前進 10. 巻き込まれ危険人を乗せないこと。

5. PTO解除、ヘッド上昇 11. 転倒危険高速移動中は急旋回禁止。旋回時は速度を落すこ
と。斜度15°以上の法面への乗り入れ禁止。

6. PTO接続、ヘッド下降
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 ホイールアセンブリ 2 後輪を取り付けます。

ロックナット½ " 3
ケーブルガイド 12
ボルト5/16 x ½" 2

ハンドルを取り付ける

ボルト¼ x 1" 23 フランジナット5/16" 2 バッテリー液を入れて充電する。

ラッチロック 2
タップボルト 24
内歯ロックワッシャ 2

後フードを取り付けますCE 規格。

固定用ストラップ 1
ポップリベット 1
ボルト¼ x 1" 15
ロックナット¼ " 1

ベルトカバーを取り付けますCE 規格。

CE用デカル 16 製造年表示ステッカー 1
CE 用のデカルと製造年デカルを貼り付
けます。

7 必要なパーツはありません。 – タインホルダー、ターフガード、タインを
取り付けます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

始動キー 2 機械を始動させるキーです。

ターフガードのクランプ 4
フランジナット 12 ターフガードを取り付けます。

オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

規格適合認定書 1 CE 規格適合の認証書です。

納品前検査リスト 1 納品前に行われるべき組み立て作業および検査が完全に
行われていることをご確認ください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 梱包を解いた後にコアリングヘッドを上昇させるに
は、エンジンを始動し、RESET ボタンを押してくださ
い。詳細については運転操作 (ページ 17)の項を参照
してください。
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1
後後後輪輪輪ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ホイールアセンブリ

手手手順順順
1. エアレータ後部をパッケージに固定しているラグ

ナット8個を外す。

2. 後ホイールハブにホイールアセンブリを取り付
ける図 3。

g010018

図図図 3

1. ホイールアセンブリ 2. ラグナット

3. ラグナット図 3を取り付けて、61-75 N·m6.2-7.6
kg.m=45-55 ft-lbにトルク締めする。

4. すべてのタイヤを 83 kPa0.84kg/cm2=12 psiに
調整する。

2
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

3 ロックナット½ "

1 ケーブルガイド

2 ボルト5/16 x ½"

手手手順順順
1. ハンドルを旋回させてマシン前部に向ける。ケー

ブルを傷つけないように注意すること。

2. フォークの穴にハンドル取り付け用スタッドを差
し込む図 4。

g010019

図図図 4

1. 取っ手 3. ロックナット

2. フォーク 4. ケーブルガイド

3. ロックナット½" 3 個を使って、ハンドルスタッド
を固定する図 4。

4. ケーブルを取り巻くようにケーブルガイドを取り
付ける。

5. ボルト5/16 x ½" 2 本を使って、ケーブルガイドを
フォークの上に取り付ける図 4。

3
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト¼ x 1"

2 フランジナット5/16"

手手手順順順

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

1. ラッチを外し、バッテリーボックスのカバーを開く。

2. バッテリー搭載部からバッテリーを取り出す図 5。

9
 



g010020

図図図 5

1. バッテリー搭載部

3. バッテリーの上部をきれいに洗浄し、通気キャッ
プを外す。

4. 各セルの電極板が液面下6mm程度に水没する
まで、電解液を慎重に入れる。

必ず所定の電解液比重 1.265を使用してくださ
い。

重重重要要要 機機機体体体にににバババッッッテテテリリリーーーををを載載載せせせたたたままままままででで電電電解解解液液液ををを
入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合、、、機機機
体体体ががが激激激しししくくく腐腐腐食食食しししままますすす。。。

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと
火火火傷傷傷ををを起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可
能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを
皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと
手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよ
ううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくく
こここととと。。。

5. 電極板内部にある気体が完全に抜けるまで20-30
分間程度待つ。必要に応じて、電極板が 6 mm
程度水没するぐらいに電解液を補充する。

6. 充電器に接続し、充電電流を 3-4 A にセットす
る。3-4Aで充電する。電解液の比重が1.250以
上、液温が16℃以上、全部の電極板から泡が出
ていれば充電終了である。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守しししバババッッッテテテリリリーーーにににいいいかかか
なななるるる火火火気気気ももも近近近づづづけけけななないいい。。。

7. 充電が終わったらチャージャをコンセントから抜
き、バッテリー端子からはずす。

注注注 最初の充電以後は、バッテリー液が不足し
た場合には蒸留水以外補給しないでください。
この機械に使用しているバッテリーはメンテナン
スフリーですので、通常は水の補給もほとんど
必要ありません。

8. バッテリーボックスのトレーにバッテリーを載せ
る図 6。この時、端子が車体の外側へ向くよう
にする。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

9. 横棒2 本、縦棒2 本、平ワッシャ、と蝶ねじ2
個でバッテリーを固定する図 6。

g010021

図図図 6

1. バッテリートレイ 4. プラス端子

2. バッテリー押さえ 5. マイナス端子

3. 押さえ棒

10. プラス赤ケーブルをプラス端子に、ボルトと蝶
ナットで固定し図 6、次に、マイナス黒ケーブル
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をマイナス端子に接続し、ボルトと蝶ナットで固
定する図 6。ショート防止のために端子にゴム
キャップをかぶせる。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルととと速速速度度度セセセレレレクククタタタレレレバババーーーととと
ののの間間間ににに隙隙隙間間間ををを確確確保保保しししてててくくくだだださささいいい。。。速速速度度度セセセレレレクククタタタレレレ
バババーーーをををレレレンンンジジジ一一一杯杯杯ににに動動動かかかしししてててももも、、、バババッッッテテテリリリーーーケケケーーー
ブブブルルルかかかららら 2.5cm 以以以上上上はははなななれれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししててて
くくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリーーーのののプププラララスススケケケーーーブブブルルルとととマママイイイナナナススス
ケケケーーーブブブルルルををを束束束ねねねななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

11. バッテリーボックスを閉じてラッチを掛ける。

4
後後後フフフーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるるCE 規規規格格格

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ラッチロック

2 タップボルト

2 内歯ロックワッシャ

手手手順順順

EU 諸国でこの機械を使用する場合には、CE 規制に
適合することが必要ですので、以下の要領で後フード
を固定してください。

1. フードの左右についているラッチのそれぞれに、
ラッチロックをタップボルトで固定する左右合計
2 個図 7。

g013611

図図図 7

1. タップボルト 3. 内部ロックワッシャ フード
の内側

2. ラッチロック 4. フード

2. プライヤかモンキーレンチを使って、内部ロック
ワッシャを各ボルトに入れて 1 山か 2 山ボルトを
固定する 図 7。

5
ベベベルルルトトトカカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるるCE
規規規格格格

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 固定用ストラップ

1 ポップリベット

1 ボルト¼ x 1"

1 ロックナット¼ "

手手手順順順

この機械を CE 規制に適合させる場合は、以下の要領
でベルトカバーを固定してください。

1. ラッチカバーの隣にあるベルトカバーの穴を探
す図 8 および 図 9。
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図図図 8

1. ベルトカバー 2. ラッチレバー

2. ベルトカバーの穴を使って、ポップリベットのつい
たストラップを取り付ける図 9。

g012264

図図図 9

1. ベルトカバーの穴 3. ポップリベット

2. 固定用ストラップ

3. ラッチのレバーにボルトを取り付ける図 10。

g012265

図図図 10

1. ボルト 3. ナット

2. ラッチレバー

6
CE 用用用のののデデデカカカルルルととと製製製造造造年年年デデデカカカ
ルルルををを貼貼貼りりり付付付けけけるるる

CE 適適適合合合ののの場場場合合合

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 CE用デカル

1 製造年表示ステッカー

手手手順順順

CE 規格基準に完全に適合するようにセットアップでき
たら、CE デカルと製造年デカルを、フォークの脚に貼
りつけます図 11。
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図図図 11

1. ここにデカルを貼り付ける

7
タタタイイインンンホホホルルルダダダーーー、、、タタターーーフフフガガガーーー
ドドド、、、タタタイイインンンををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

豊富な種類のタインホルダー、ターフガード、タインが
あります。 タインホルダー、ターフガード、タインを
取り付ける (ページ 21) の説明に従って作業に合った
セットアップを行う。

製製製品品品ののの概概概要要要

g010150

図図図 12

1. 作業方向 3. 左側

2. 右側

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動して作業を始める前に、各部分
の操作方法をよく知っておいてください。

g010151

図図図 13

1. 走行レバー 3. エアレーションスイッチ

2. 駐車ブレーキ 4. エンジンオイル圧警告灯

走走走行行行レレレバババーーー

前へ押すと前進します。後へ押すと後退します図 13。

深く押せば速度が大きくなります。

走行を停止するには、レバーから手を離します。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

レバーをエンジン側に倒すと駐車ブレーキが掛かりま
す。前に押すと解除されます図 13。
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停止中や、機械から離れる時は、必ず駐車ブレーキ
を掛けてください。

駐車ブレーキが外れにくい時には、走行レバーをかるく
前後に操作してください。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンオイルの圧力が異常に低下するとこの警告灯
(図 13)が点灯します。万一このようなことが起こった場
合には、エンジンを止めて原因を調べてください。必ず
修理してから運転を再開してください。

エエエアアアレレレーーーシシショョョンンンスススイイイッッッチチチ

ヘヘヘッッッドドド上上上昇昇昇 – スイッチ図 13の上部を押すとコアリング
ヘッドが上昇して作動が解除されます。この動作は油
圧動作ですので、エンジンが掛かっている必要があり
ます。コアリングヘッドが移動走行高さまで上昇しない
場合には システム制御回路のリセット (ページ 24)を
参照してください。

下下下降降降/エエエアアアレレレーーーシシショョョンンン開開開始始始 – スイッチ図 13の下部を押
すとコアリングヘッドが下降してエアレーションを開始し
ます。走行レバーが「走行」位置にセットされていな
いと、このスイッチは入りません。

注注注意意意
コココアアアリリリンンングググヘヘヘッッッドドドののの周周周辺辺辺ににに手手手足足足ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。コココアアアリリリンンングググヘヘヘッッッドドドををを下下下降降降さささせせせるるる時時時ははは、、、そそそののの直直直
下下下ややや周周周囲囲囲ににに異異異物物物がががななないいいここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

エアレーション動作を開始せずにコアリングヘッドを下
降させるには、始動キーを RUN 位置にした状態で
エンジンは停止走行レバーを前進位置にセットし、ス
イッチの下部を押します。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ図 14はエンジンの始動と停止を行うスイッ
チで、3つの位置があります OFF、RUN、STARTの3
位置です。キーを右に回してSTART位置にすると、ス
タータ・モータが始動します。エンジンが掛かったらキー
から手を離すと、キーは自動的に ON 位置まで戻りま
す。キーを OFF 位置に回せばエンジンは停止します

g010034

図図図 14

1. イグニッション 5. アワーメータ/タコメータ

2. 穴あけ間隔レバー 6. 手動芝面追従スイッチ

3. スロットル 7. システムリセットスイッチ

4. チョーク

穴穴穴あああけけけ間間間隔隔隔レレレバババーーー
穴あけ間隔レバー図 14は希望する穴あけ間隔にセッ
トしてください。移動走行時にはトランスポート位置
"T" にセットしてください。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル
スロットル図 14はエンジンの回転速度を制御しま
すFAST の方へ動かすとエンジンの回転数が増加
し SLOW 方向へ動かすと遅くなります コアリングヘッド
や走行速度はスロットル速度によって決まります。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ/タタタコココメメメーーータタタ
エンジンが OFF の状態の時は本機の積算稼働時間を
表示します図 14エンジン回転中はエンジンの回転数
rpmを表示します。

初回のオイル交換は運転開始後 50 時間で、その後は
100運転時間ごとつまり150, 250, 350 運転時間後とい
うふうに計器の画面に「CHG OIL」 という表示エンジ
ンオイルの交換の意味が現れます。また、100運転時
間ごとつまり積算運転時間で 100、200、300時間とい
う風に、計器の画面に「SVC」 という表示定期整備の
意味が現れ、それぞれ100、200、500運転時間ごとの
整備をお知らせします。これらの表示は、各整備時期
の3時間前から表示され始め、6時間点滅を続けます。

チチチョョョーーーククク
冷えた状態のエンジンを始動するときに、このチョーク
コントロールレバー図 14を一番前まで倒します。エン
ジンが始動したら、エンジンがスムーズに回転を続け
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られるように調整してください。なるべく早く、開位置
に戻すようにしてください

手手手動動動芝芝芝面面面追追追従従従スススイイイッッッチチチ

下向きに回すと TrueCore 機能を解除します図 14。
このスイッチを操作するには、ボルトを外す必要があ
ります。

シシシススステテテムムムリリリセセセッッットトトスススイイイッッッチチチ

非常時ガス欠でコアリングヘッドが地面に刺さったまま
停止した場合に、このスイッチ図 14を押すと、コアリン
グヘッドを上昇させることができます。

穴穴穴あああけけけ深深深さささレレレバババーーー

希望する深さにセットしてください図 15。

g010035

図図図 15

1. 穴あけ深さレバー

2. 深さ表示ステッカー
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。

幅 127.3 cm

ホイールベース 113 cm

トレッド 97.3 cm

コアリング幅 122 cm

長さ 265.4 cm

高さ上昇時 112 cm

高さ下降時 112 cm

高さハンドル 104 cm

地上高 12.1 cm

前進速度 0–8 km/h

後退速度 0–13 km/h

純重量 721 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそろっており、マシンの機能をさらに広げることができます。 詳
細は弊社の正規サービスディーラ、または代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト www.Toro.com でも
すべての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になることができます。

タインヘッド、タイン・ホルダー、およびタインの構成については以下の表の通りです

タタタイイインンンヘヘヘッッッドドド タタタイイインンンヘヘヘッッッドドドののの間間間隔隔隔 シシシャャャンンンクククのののサササイイイズズズ
タタタイイインンンヘヘヘッッッドドドのののモモモ

デデデルルル名名名
必必必要要要なななタタターーーフフフホホホルルル
ダダダーーー数数数

必必必要要要なななタタタイイインンン

ミニタイン5本付け
ヘッド x 2 41 mm 9.5 mm 09736 110–4365 (2)

110–4366 (1) 60

ミニタイン6本付け
ヘッド x 1 32 mm 9.5 mm 09737 110-4369 (2)

110-4370 (1) 36

3本付けヘッド 66 mm 22.2 mm 09797 110–4357 (1)
110–4358 (1) 18

3本付けヘッド 66 mm 19.5 mm 09794 110–4357 (1)
110–4358 (1) 18

4本付けヘッド 51 mm 19.5 mm 09796 110–4361 (1)
110–4362 (1) 24

ニードルタイン5本付
けヘッド

41 mm — 09793 110–4365 (2)
110–4366 (1) 30
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつででで
もももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは、、、必必必ずずずコココアアアリリリンンングググヘヘヘッッッドドドををを
床床床まままででで降降降下下下さささせせせ、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、エエエンンンジジジンンン
ををを停停停止止止しししてててキキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず機体の点検を行い、タインの状態が
良好であることを確認してください。磨耗したり破損
したりしているタインは交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、エア
レーションの障害になりそうなものはすべて取り除
きましょう。

• 散水関係機器、電線、電話線など作業上問題に
なりそうなものはすべて、小旗を立てるなどして
適切にマーキングしてください。障害物は、可能
な場合は除去し、そうでない場合は避ける方法を
計画しておきましょう。

• 機器の調整を行う時は必ずエンジンを停止させ、す
べての部分が完全に停止するのを待ってください。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量26.5 リットル

• 使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料

– 機械の性能を最も良く発揮させるために、オクタ
ン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評価
法は(R+M)/2 を採用。

– エタノールエタノールを添加10% までしたガソリ
ン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソ
リン15% までを使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。エタノー
ル添加ガソリン15% 添加=E15は使用できませ
ん。エタノール含有率が 10% を超えるガソリン
たとえば E15含有率 15%、E20含有率 20%、
E85含有率 85%は絶対に使用してはなりませ
ん。これらの燃料を使用した場合には性能が十
分に発揮されず、エンジンに損傷が発生する恐
れがあり、仮にそのようなトラブルが発生しても
製品保証の対象とはなりません。

– 燃料含有メタノールは使用できません。

– 燃料タンクや保管容器で燃料を冬越しさせない
でください。 冬越しさせる場合には必ずスタビラ
イザ品質安定剤を添加してください。

– 燃料にオイルを混合しないでください。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイザザザはははごごご
使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。アアアルルルコココーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイ
ザザザエエエタタタノノノーーールルルまままたたたはははメメメタタタノノノーーールルルををを基基基材材材とととしししたたたももものののははは使使使
わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、10以以以上上上のののエエエ
タタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンなななどどどははは本本本機機機ののの燃燃燃料料料シシシススステテテムムム
ををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料にににオオオイイイルルル
ををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 燃料キャップの周囲をきれいに拭いてキャップを
外す図 16。
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g010026

図図図 16

1. 燃料タンクのキャップ

3. 給油は燃料タンクの首の根元から 6-13 mm 程
度下までとする。

重重重要要要 こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととと
きききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああ
るるる。。。燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。

4. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

5. こぼれた燃料はふき取る。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 エンジンが冷えて

いる状態で点検してください。

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

油量は約 1.9 リットルフィルタ共です。

エンジンオイルとフィルタの交換 (ページ 34)の項で解説
している高品質なエンジンオイルを使用してください。

注注注 エンジンオイルの点検は、毎日始動前のエンジンの
冷えている時に行うのがベストです。既にエンジンを
始動してしまった場合には、一旦エンジンを停止し、
オイルが戻ってくるまで約 10 分間程度待ってくださ
い。油量がディップスティックのADDマークにある場合
は、FULLマークまで補給してください。入れすぎないこ
と。油量がADDマークとFULLマークの間であれば補
給の必要はありません。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 給油口からごみが入ってエンジンを傷つけない
ように、ディップスティック図 17の周囲をウェス
できれいに拭く。

g002359

図図図 17

1. ディップスティック 3. ディップスティックの先端

2. 補給管

3. ディップスティックを抜き取り、付いているオイ
ルをウェスで拭きとってもう一度完全に差し込む
(図 17)。

4. 引き抜いてディップスティックの目盛りで油量を
点検する。

オイルの量がディップスティックの FULL 位置ま
であればよい図 17。

5. 不足している場合は、補給管についているキャッ
プ図 17を取り、Full 位置までオイルを補給す
る。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと

重重重要要要 オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎるるるとととエエエンンンジジジンンンににに不不不具具具合合合ががが
起起起きききるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすすかかかららら、、、入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよよううう注注注
意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。オオオイイイルルルののの量量量ががが多多多すすすぎぎぎてててももも少少少なななすすす
ぎぎぎてててもももエエエンンンジジジンンンををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

6. オイルキャップとディップスティックを取り付ける。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

油圧オイルタンクには約 6.6 リットルの高品質油圧オイ
ルを満たして出荷しています。初初初めめめてててののの運運運転転転ののの前前前ににに必必必
ずずず油油油量量量ををを確確確認認認ししし、、、そそそののの後後後ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの仕仕仕様様様

Toro プププレレレミミミアアアムムムトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン/油油油圧圧圧トトトラララクククタタタオオオイイイルルル (19 リッ
トル缶または208 リットル缶。パーツカタログまたは代理店
でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できない場
合は、他のトラクタ用ユニバーサル油圧オイルを使用
することができますが、その場合は、必必必ずずず通通通常常常ののの石石石油油油
系系系オオオイイイルルルををを使使使用用用ししし、、、合成オイルや生分解性オイルは使
用しないでください。また、それらのオイルは、以下
に挙げる特性および産業規格をすべて満たしている必
要があります。オイルの性能や規格については専門
業者にご相談ください。
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注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 55-62

粘性インデックス ASTM D2270 140 – 152

流動点, ASTM D97 -37°C–43°C

産業規格
API GL-4, AGCO Powerfluid 821 XL, Ford New
Holland FNHA-2-C-201.00, Kubota UDT, John Deere J20C,
Vickers 35VQ25, および Volvo WB-101/BM

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
44-2500。ご注文はトロ社の代理店へ。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ベルトカバーのラッチを外し、カバーを取り外す
図 18。

g010024

図図図 18

1. ベルトカバー 2. カバーラッチ

3. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに拭
き、キ ャップ図 19を外す。給油口からキャッ
プを取る。

g010028

図図図 19

1. 油圧オイルタンクのキャップ

4. 補給口の首からディップスティックを抜き、ウ ェス
できれいに拭う。もう一度首に差し込んで引き抜
き、オイルの量を点検する。ディップスティックの
マークまであれば適正である図 20。

g010029

図図図 20

1. ディップスティック 2. FULL マーク

5. 油量が少なければ適切なオイルをFULLマークま
で補給する。

6. ディップスティックとキャップを取り付ける。

エエエンンンジジジンンンスススクククリリリーーーンンンののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 汚れが激しければ

より頻繁な清掃が必要です。

毎回、使用前にエンジンスクリーンを点検してくださ
い。吸気口やその付近に刈りかすやごみがたまってい
たら取り除いてください。

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をする目の保護具、すべりに
くく頑丈な靴、長ズボン、聴覚保護具を着用してく
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ださい。長い髪は束ねてください。垂れ下がるよう
な装飾品は身に着けないでください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• タインに手足を近づけないでください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまずエンジンを停止してキーを抜き、各
部の動きが完全に止まるのを待って、タイン部分を
よく点検してください。異常を発見したら、作業を再
開する前にすべて修理してください。

• タイヤ空気圧を常に正しく調整して使ってください。

• 悪路では走行速度を落としてください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは

重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く読
み、作業日当日の現場のコンディションが作業に
不適当な状態でないかどうか判断してください。同
じ斜面上であっても、地表面の条件が変われば運
転条件が変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に

落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 走行レバーから手を離し、駐車ブレーキが掛かっ

ていることを確認する。

2. エンジンが冷えている場合にはチョークをON 位
置にする。

注注注 エンジンが温まっている時はチョーク操作は
不要 です。エンジンが始動した後は、チョーク
を RUN 位置に戻す。

3. エンジンが冷えている時は、スロットルレバーを
高速 位置にする。

4. キーを START 位置に回す。エンジンが始動した
ら、キーから手を離してください。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 1 度度度ににに 10 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。5秒秒秒以以以内内内にににエエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししななな
かかかっっったたた場場場合合合ははは、、、30 秒秒秒間間間待待待っっってててかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動
ををを試試試みみみてててくくくだだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタ
モモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

5. エンジンが始動した後は、チョークを OFF位置に
戻す。それでエンジンの回転が悪くなるようであ
れば、チョークを ON 位置に戻して数秒間待つ。
様子を見ながらスロットルレバーを希望の位置に
動かす。必要に応じてこの操作を繰り返す。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. スロットルを SLOW 位置にする。

2. エンジンをアイドル回転させた状態で 60 秒間待
つ。

3. 始動キーを OFF 位置にして抜き取る。.
4. 移送や保管する場合は、燃料バルブを閉じる。

重重重要要要 移移移送送送ややや保保保管管管をををすすするるる場場場合合合ははは、、、燃燃燃料料料もももれれれををを
確確確実実実ににに防防防止止止すすするるるたたためめめににに必必必ずずずバババルルルブブブををを閉閉閉じじじてててくくくだだだ
さささいいい。。。移移移送送送時時時にににははは駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけてててくくくだだださささ
いいい。。。燃燃燃料料料ポポポンンンプププががが通通通電電電状状状態態態ににになななっっっててていいいるるるとととバババッッッ
テテテリリリーーーががが消消消耗耗耗しししままますすすかかかららら、、、キキキーーーををを必必必ずずず抜抜抜ききき取取取っっっててて
おおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意
子子子供供供ややや外外外部部部者者者ががが本本本機機機ををを操操操作作作しししよよようううとととししし思思思わわわぬぬぬ
けけけがががややや事事事故故故ににに発発発展展展すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっ
てててももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき
取取取るるる。。。
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イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムム安安安全全全装装装置置置

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは、、、機機機械械械ををを正正正しししくくく作作作動動動さささせせせ、、、オオオ
ペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ののの安安安全全全ををを確確確保保保すすするるるたたためめめののの装装装
置置置ででであああるるるかかかららら、、、絶絶絶対対対ににに取取取りりり外外外しししてててはははななならららななないいい。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• スススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを毎毎毎日日日確確確認認認ししし、、、動動動作作作ににに問問問題題題ががが
あああれれればばば、、、必必必ずずず修修修理理理しししてててかかかららら運運運転転転すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ
インタロックシステムは 走行レバーが ニュートラル 位
置にない限りエンジンが始動できないようにする安全
装置です

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

以下の試験を行なってください

• 走行レバーがニュートラル位置にある時のみエンジ
ンのクランキングが可能。

• エンジン回転中に走行レバーから手を離すとコアリ
ングヘッドが上昇して作動停止。

安全装置が上記の通りに作動しない場合には、すぐに
代理店に修理を依頼してください。

運運運転転転操操操作作作
1. エンジンを掛ける。

2. 駐車ブレーキを解除する。

3. 進行方向に障害物がないことを目で確認する。

4. 走行レバーを下げて前進を開始する。

機械を後ろ手に引くようにして前向きに歩く。後ろ
向きに歩かない。

5. PTO を接続し、ヘッドを下降させる。

6. PTO を解除して、ヘッドを上昇させる。

7. 停止するには走行コントロールから手を離す。

サササーーービビビスススラララッッッチチチ整整整備備備用用用ラララッッッチチチををを
取取取りりり付付付けけけるるる
コアリングヘッドに対して作業を行うときや、2 日間
以上にわたって使用しないときは、整備用ラッチを取
り付けておいてください。

危危危険険険
コココアアアリリリンンングググヘヘヘッッッドドドののの整整整備備備タタタイイインンンののの交交交換換換やややタタターーーフフフガガガーーードドド
ののの取取取りりり付付付けけけををを含含含むむむををを行行行うううととときききにににははは、、、整整整備備備作作作業業業者者者ややや
周周周囲囲囲ののの人人人ののの安安安全全全のののたたためめめににに必必必ずずず整整整備備備用用用ラララッッッチチチををを取取取りりり
付付付けけけててて、、、ヘヘヘッッッドドドををを上上上昇昇昇位位位置置置ににに確確確実実実ににに固固固定定定すすするるるこここととと。。。

1. コアリングヘッドを上昇させる。

2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

3. ラッチを収納位置に止めているクリップリングを
外す図 21。

g010036

図図図 21

1. 整備用ラッチ収納時の位置

4. ラッチを後ろ向きに回転させて、コアリングヘッ
ドのピンにはめ込む図 22。クリップリングで固
定する。

g010037

図図図 22

1. 整備用ラッチ使用時の位置

タタタイイインンンホホホルルルダダダーーー、、、タタターーーフフフガガガーーー
ドドド、、、タタタイイインンンををを取取取りりり付付付けけけるるる
豊富な種類のタインホルダー、ターフガード、タインが
あります。「アタッチメントとアクセサリ」に掲載してい
る一覧表から必要なものをお選びください。

1. コアリングヘッドを上昇させ、整備用ラッチで固
定する。
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2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

3. 各タインアームにタインホルダーを取り付ける
図 23ボルト½ x 1¼ in3 本を使用。ボルトを
101.6N·m37kg.m = 75ft-lbにトルク締めする。

注注注 ボルトはホルダーキットの付属品です。

g010038

図図図 23

1. タインアーム 2. タインホルダー

4. ターフガードブラケットにターフガード 4 本を仮
止めする全部で 12 本のフランジナットを使用図
24。この時点ではまた本締めしないこと。

注注注 ターフガードクランプとフランジナットはターフ
ガードブラケットに取り付けて出荷されています
図 24

g010039

図図図 24

1. ターフガード 2. ターフガードのクランプ

5. 各タインホルダーにタインクランプを仮止めする ⅜
x 1½ inボルト 4本を使用する図 25。この時点で
はまた本締めしないこと。

g010041

図図図 25

1. タインクランプ 2. タイン

6. タインホルダー #2 と #5 図 26にタインを取り付
け、キャップスクリュで固定する。

g010040

図図図 26

1. No. 5 タインホルダー 2. No. 2 タインホルダー

7. 全部のタインが、ターフガードの隙間の中心に整
列していることを確認する図 27。必要に応じて
ターフガードの位置を調整し、ナットで固定する。

g010042

図図図 27

1. ターフガードのすき間
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8. のこり全部のタインホルダーNo. 1, 3, 4, 6にタイ
ンを取り付ける。タインホルダーのボルト前部を
40.6N·m4.1kg.m = 30ft-lbにトルク締めする。

タタタイイインンンののの交交交換換換
図解については タインホルダー、ターフガード、タイン
を取り付ける (ページ 21) を参照してください。

1. コアリングヘッドを上昇させ、整備用ラッチで固
定する。

2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

3. タインホルダーのボルトをゆるめるてタインを取り
外す。

4. 新しいタインを差し込む。

5. 所定のトルクに締めこむ。

6. 残りのアームについても同じ要領で取り付けを
行なう。

穴穴穴あああけけけ深深深さささををを設設設定定定すすするるる
穴あけ深さの調整は、以下の手順で行います

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 使用するタインの種類を決める。

3. タインの打ち込み深さチャート図 28の、希望す
る打ち込み深さの位置に、タインの端を合わせ
てみる。

g010035

図図図 28

1. 穴あけ深さレバー 2. 打ち込み深さチャート

4. タインのもう一方の端の位置にあるローマ字を見
て、それと同じ文字にレバーをセットする。

注注注 タインは使用に伴って磨耗しますから、穴あけ深さ
を同じに維持するためには、磨耗状態に合わせてセッ

ト位置もずらして行く必要がでてきます。例えば、新品
のタインの時には「G」の位置であったものが、使用
を続けているうちに6mm 程度磨耗した場合には「H」
の設定で使用すると同じ穴あけ深さを維持できます。

手手手動動動ににによよよるるる芝芝芝面面面追追追従従従ををを行行行なななううう
場場場合合合のののセセセッッッテテティィィンンングググ
何らかの理由で TrueCore ®自動芝面追従システム
が使用できなくなった例えばフィードバックシステムが
故障場合以外には、手動による芝面追従を使う必要
はありません。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. スペーサと深さピンを止めているリンチピンを外
す図 29。

g010043

図図図 29

1. リンチピン 2. スペーサと深さピン

3. スペーサをブラケットの上または下にセットして必
要な深さを出す。

• 厚いスペーサは19mmに相当。

• 薄いスペーサは9.5mm深さに相当。

• 全部のスペーサを上にセットすると穴あけ深
さは107mmにセットされる。

4. セレクタスイッチのロック用ボルトとナットを外す
図 30。
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図図図 30

1. 手動芝面追従スイッチ 2. ボルトとナット

5. スイッチを回して下位置にすると「トゥルーコア」
機能が停止する。

6. セレクタスイッチの設定のロック用キャップスクリュ
とナットを取り付ける。

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が

十分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

エエエアアアレレレーーータタタををを手手手ででで押押押しししててて引引引いいい
てててののの移移移動動動
重重重要要要 油油油圧圧圧系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、手手手押押押ししし・・・手手手引引引きききでででののの移移移
動動動速速速度度度ははは時時時速速速1.6km以以以下下下ををを厳厳厳守守守しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. エンジンと油圧ポンプの途中に配置されているバ
イパスバルブを探し出す図 31。

3. レンチ5/8"を使ってバイパスバルブを左回りに 1
回転させる。これで油圧回路がバイパスされ、車
輪が自由に回るようになります図 31。

g010045

図図図 31

1. バイパスバルブ

重重重要要要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブははは1回回回転転転以以以上上上さささせせせななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。こここれれれはははバババルルルブブブそそそのののももものののがががボボボデデディィィかかからららゆゆゆるるるんんん
でででオオオイイイルルルががが漏漏漏れれれるるるのののををを防防防止止止すすするるるたたためめめででですすす。。。

重重重要要要 油油油圧圧圧系系系統統統ををを破破破損損損かかかららら保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、手手手押押押
ししし・・・手手手引引引きききでででののの移移移動動動距距距離離離ははは30m以以以内内内とととししし、、、移移移動動動速速速
度度度ははは時時時速速速1.6km以以以下下下ををを厳厳厳守守守しししてててくくくだだださささいいい。。。

4. 駐車ブレーキを解除し、機械を手で押して或いは
引いて移動する。

重重重要要要 バババルルルブブブををを開開開けけけたたたままままままででで10-15 秒秒秒間間間以以以上上上ははは
エエエンンンジジジンンンををを回回回さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

5. エアレータの運転を再開するには、バイパスバル
ブを右回りに 1 回転させる図 31。

注注注 バイパスバルブを締めすぎないように注意
してください。

注注注 バイパスバルブが開いたままでは、エアレー
タは作動しません。バルブを開いたままで走行し
ようとしないでください。

シシシススステテテムムム制制制御御御回回回路路路のののリリリセセセッッットトト
コアリングヘッドが降りたまま停止した場合例えばガス
欠、保管時の整備用ラッチのつけ忘れ、エンジンやポ
ンプの故障、油圧装置のソレノイドや電気クラッチを制
御している電気回路が自動的に遮断され、万が一の危
険を防止するようになっています。

システムをリセットするには エンジンが掛かったらリセッ
トスイッチ図 32を押すとコアリングヘッドが上昇し、制
御回路がリセットされます。
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図図図 32

1. リセットスイッチ

コココアアアリリリンンングググヘヘヘッッッドドドががが下下下降降降しししたたたままま
まままののの状状状態態態でででマママシシシンンンををを移移移動動動さささせせせ
なななけけけれれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合
コアリングヘッドが下降状態でタインが地中に打ち込ま
れたままの状態で立ち往生した場合には以下の方法
をとってください

1. ストンパアームからタインホルダーを外す。

2. バイパスバルブを 1 回転させて開く。

3. エアレータを近くまで押して引いて移動し、現場
または修理工場などて修復作業を行う。

重重重要要要 手手手押押押ししし・・・手手手引引引きききでででののの移移移動動動距距距離離離ははは 30 m 以以以内内内とととししし、、、
移移移動動動速速速度度度ははは時時時速速速 1.6km 以以以下下下ををを厳厳厳守守守しししてててくくくだだださささいいい。。。

ロロローーープププ掛掛掛けけけのののポポポイイインンントトト
機体前部と側部と後部とにロープ掛けポイントがありま
す図 33、図 34、図 35。

注注注 国家規格などに適合しているベルトなどで機体を
固定してください。
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図図図 33

1. ロープ掛けポイント

g010048

図図図 34

1. ロープ掛けポイント

g010049

図図図 35

1. ロープ掛けポイント

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• 機械をトレーラやトラックに積み込む際には、機体

と同じ幅のある歩み板を使用してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。

重重重要要要 ハハハイイイドドドロロロジジジェェェクククトトト用用用トトトレレレーーーラララはははプププロロロコココアアアののの移移移送送送ににに使使使
用用用ででできききままませせせんんん。。。
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望望望ままましししいいいトトトレレレーーーラララ

重量 オプションのウェイトを 2 つ搭
載した状態で、721kg または
805kg

幅 130 cm 以上

長さ 267 cm 以上

ランプ板の傾斜角度 16 度3.5/12 ピッチ以下

積み込み方向 コアリングヘッドを前に可能で
あれば

牽引車両の能力 トレーラ総重量GTWより大き
いこと

警警警告告告
公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、適適適切切切ななな方方方向向向指指指示示示
器器器、、、反反反射射射器器器、、、表表表示示示、、、低低低速速速車車車表表表示示示なななどどどががが定定定めめめららられれれ
ててておおおりりり、、、こここれれれらららををを遵遵遵守守守しししななないいいととと危危危険険険ででであああるるる。。。

公公公道道道上上上なななどどどをををエエエアアアレレレーーータタタででで走走走行行行しししななないいいこここととと。。。

ララライイインンンマママーーーカカカーーーををを使使使ううう
ラインマーカーを使うと列をそろえるのに便利です図
36。

g010050

図図図 36

1. ラインマーカー収納位置 2. ラインマーカー使用位置

重重重量量量移移移動動動機機機構構構ののの調調調整整整
この機械は機体の体重移動によってコアリングヘッドに
重量が掛かるようになっています。しかし、土壌が非
常に固いところで作業する時には調整が必要な場合が
あります。重量移動スプリングで押圧を増加させる調整
は以下の手順で行います

警警警告告告
スススプププリリリンンングググプププレレレーーートトトををを急急急ににに開開開放放放すすするるるととと怪怪怪我我我をををすすするるる
危危危険険険がががあああるるる。。。

重重重量量量移移移動動動スススプププリリリンンングググののの調調調整整整ははは 2 人人人ででで作作作業業業ををを行行行
うううこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. スプリングブラケットをコアリングヘッドに固定して
いるキャリッジボルトのナットをゆるめる図 37。
ナットは外さないこと。

g010051

図図図 37

1. 重量移動スプリング 2. スプリングプレート

3. スプリングプレートの四角い穴に ½" のラチェット
またはバールを差し込む図 38。

g010052

図図図 38

1. ブラケットの四角い穴 2. 後キャリッジボルト

4. ラチェットまたはバールでスプリングの力を抑えて
おいて後キャリッジボルトを外す。

5. スプリングプレートを回転させて次の穴にそろえ、
キャリッジボルトを通してナットで締め付ける。

注注注 スプリングプレートを上に回すと重量移動が
大きくなります。

追追追加加加用用用ウウウェェェイイイトトトををを搭搭搭載載載すすするるる
重量移動が大きくなると、非常に固い土壌ではエアレー
ション中に後輪2 輪が浮き上がってくる場合がありま
す。このようになると穴の形が崩れてしまいます。
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これを解決するには、ウェイトを追加する必要がありま
す。鋳鉄製ウェイトは 1 個の重量が28.5kg あります。
全部で 2 個取り付けることができます。パーツカタロ
グでパーツ番号をご確認ください。

エエエアアアレレレーーータタタコココンンントトトロロローーールルルモモモ
ジジジュュューーールルル(ACM)
エアレータコントロールモジュールは樹脂によって完全
封止された汎用制御モジュールです。電子回路により
機械の状態の制御と監視を行い、機械を安全に動作さ
せるために必要な電子制御を実現しています。

g010053

図図図 39

1. エアレータコントロールモジュール

モジュールは例えば、ヘッド降下、ヘッド上昇、移動走
行、エアレーション、芝面追従など各種の入力をモニ
タ。モジュール表面は入力表示部と出力表示部に分か
れています。入力側の情報も出力側の情報も回路基
盤に搭載された緑色の LED で表示されます。電源は
赤いインジケータで表示されます。

エンジン始動回路のLEDはDC 12Vの通電で点灯しま
す。その他の入力表示回路は回路が閉じてアースされ
た時に通電状態となります。どの入力表示LEDも、その
回路に通電があったときに点灯します。これらの入力表
示LEDは故障探究のときに利用することが出来ます。

出力回路はそれぞれ所定の入力がそろった時に通電
状態となります。出力表示用 LED として、SVL, SVR,
SVQ が用意されています。これらの LED は 3 つの出
力端子に接続されたリレーの状態や電圧状態をモニ
タしています。

出力回路が健全でも、出力装置そのものが健全であ
ることは保証できません。ですから電気系統の故障探
究を行う時には、出力LEDのチェック以外に各機器の
通常のテストやワイヤハーネスの検査が必要になりま
す。各機器のインピーダンス測定、ワイヤハーネスを
つないだ状態ACMの部分で切り離した状態でのイン

ピーダンス測定、一時的な通電試験などを行ってみる
必要があるでしょう。

ACMは外部のコンピュータや診断機器に接続すること
はできません。また、再プログラミングもできません
し、発生した故障内容を記憶しておくこともできません。

ACM上のデカルは絵のみで文字はありません。枠で
囲まれた3 つが出力です。それ以外のLEDはすべて入
力です。以下に記号とその意味を示します。

decal106-8835

図図図 40

1. On/Off 7. ヘッド下降

2. 出力 8. ヘッド上昇

3. ソレノイドバルブ下降 9. 移動走行1
4. ソレノイドバルブ上昇 10. エアレーション4
5. ソレノイドバルブ、クイック 11. 芝面追従

6. 入力 12. 下降OK

ACM を使った故障探究手順を示します。

1. どの出力の故障原因を探すのかを決める。

2. 始動キーをONにして、赤い電源LEDが点灯す
るのを確認する。

3. 全部の入力スイッチを操作して、対応する入力
LEDの点灯を確認する。

4. スイッチやレバーを操作して、調べたい出力に必
要な入力条件を作り出す。

5. 出力LEDが点灯しているのにその機器が作動し
ない場合には、出力ハーネス、そこから先の接
続、機器そのものの故障が疑われる。必要時
応じて修理する。

6. 出力側の LED が点灯しない場合は、ヒューズ 2
ヶ所を点検する。

7. 入力が正常なのに出力LEDが点灯しない場合に
は、ACM を交換して症状が解消するかを試験
する。

27
 



ヒヒヒンンントトト

全全全般般般

警警警告告告
作作作業業業現現現場場場ににに存存存在在在すすするるる障障障害害害物物物にににつつついいいててて、、、よよよくくく把把把握握握
しししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。周周周囲囲囲ののの障障障害害害物物物ににに触触触れれれたたたりりり巻巻巻
ききき込込込まままれれれたたたりりりしししななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意しししななながががららら運運運転転転しししててて
くくくだだださささいいい。。。

• エアレーション中の旋回は非常にゆっくりていねい
に行う。コアリングヘッドが作動中に急旋回をしない
でください。エアレータを実際に着地させるまえに、
走行するコースを決めておくこと。

• 常に前方に何があるかをはっきりと意識しながら機
械の操作を行ってください。建物、フェンス、他の
機械などの近くでは作業をしないでください。

• 後方を頻繁に確認し、作業の様子や畝がそろって
いるかなどを確かめながら運転してください。

• タインを破損したりした場合には、必ず破片をきれ
いに集め、後からくる芝刈機などが事故を起こさな
いように配慮してください。

• 破損したタインは新しいものに交換し、既存のタイ
ンに異常がないか確認してから作業を続けてくださ
い。駆動部分などに破損が見つかった場合には、
必ず修理してから作業を再開する。

• 機械の作業幅全部を使わないでエアレーションを行
なう場合には、使わない幅部分のタインを外して使
えばよいのですが、その場合、タインヘッドは取り
付けたままにしておいてください。マシンの正しいバ
ランスを維持するためにタインヘッドが必要です。

• このエアレータは他の多くのマシンよりもよりも深い
穴あけを行うことができます。そのため、土盛りで
造成したサンド仕様でないグリーンで長い中空タイ
ンを使うと、コアの先端部がきれいに抜けないこと
があります。これは、タインの先端部分に土質の異
なる土が入るためです。サイドイジェクト型のタイン
を使うと、早い動作でもきれいにコアがぬけます。
エアレーションと目土散布を継続的に行っているうち
に、このような現象は解消されます。

固固固いいい土土土壌壌壌

土壌が固すぎると、コアリングヘッドが『バウンド』す
るように動くことがあります。これは地中の固結層でタ
インが跳ね返されているためです。このような状態に
なった場合は、次のような措置をとってください

• 晴天が続いて土壌が固くなっている時にはエアレー
ションを行わない雨の後や散水の後など、土壌が
柔らかい時を狙って作業を行う。

• 4 タインヘッドを使っている場合には 3 タインヘッド
に交換してみるアーム 1 本あたりのタイン本数を減

らす。タインの配置が対称形になるようにしてアー
ムに掛かる負荷を平均化する。

• 土壌の固結がひどい場合には、穴あけ深さの設
定を浅くする。エアレーション後にコアを回収し、
散水を行ってから、穴あけ深さを深く設定してもう
一度コアリングを行う。

非常に固い下層土壌の上に盛り土をして造成した場所
岩の多い土地の上にサンドや土を盛り上げたような場
合では、穴の形が悪くなる場合があります。特に、盛
り土表層土の厚さよりも深く穴をあけようとすると、こ
の問題が出やすくなります。これは、土層の境界部に
タインが当たるときにエアレータが持ち上げられてしま
い、そのために穴の上部の形が崩れるためです。こ
のような場合には、深い層を叩かないように、穴あけ
深さを浅くしてください。

穴穴穴あああけけけののの始始始めめめととと終終終わわわりりり
穴あけの始めと終わりで穴の形状が崩れる時はクラッ
チの接続が遅すぎる可能性があります。以下の点を点
検してください

• H フレームについている NO.3 スイッチの場所

• クラッチの磨耗またはスリップ

穴あけの始まりで長穴になる前に引っ張られている、
あるいは、タインがターフに届く前にコアリングヘッドの
クラッチが外れてしまう場合には、エンゲージ位置ス
イッチの調整が必要な場合があります。

• H フレームについているスイッチアセンブリとター
ゲットプレートとの距離が1.5mm以内であることを
確認する。.

• NO.3 スイッチが正しく作動しているのを確認する。

• 必要に応じてスイッチ取り付けプレートをゆるめて一
番高い位置に引っ張り上げて固定しなおす。スイッ
チの位置が高いほどクラッチの入りが早くなる。

スイッチの位置が一番高い位置にあるのにクラッチが
入らないのは、電気クラッチそのものの劣化が疑われ
る。代理店に連絡するか、プロコア 648 のサービスマ
ニュアルを参照してください。

ミミミニニニタタタイイインンンクククワワワッッッドドドタタタイイインンン
Toroのミニタインは 2列構成となっているため、高速で
穴あけを行うことができます。このコアリングヘッドを使
用する場合には、穴あけ間隔を 6.3 cm にセットしてく
ださい。3.2 cm の列間をきれいに維持するためには、
走行速度を適切にコントロールすることが重要です。穴
あけ間隔をすこし変えたい場合には、 穴あけ間隔の調
整 (ページ 43)を参照してください。

ミニタインやむくタインを使用する場合、ターフの根の
構造によっては芝剥がれがおきやすくなります。ミニタ
インやむくタインを使用する場合、ターフの根の構造に
よっては芝剥がれがおきやすくなります。中央の 2 本
のアームで芝剥ぎを起こす、あるいは根のいたみがひ
どいようなら、以下の措置をとってください

• 穴あけ間隔を広くする
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• タインのサイズを小さくする

• タインの深さを小さくする

• タインを何本かはずす

このダメージはむくタインの特徴である引き抜き動作が
原因です。タインの密度や直径が大きい場合にはダ
メージが大きくなります。

穴穴穴ののの前前前部部部がががくくくぼぼぼむむむ、、、まままたたたははは押押押しししつつつぶぶぶ
ささされれれるるる むむむくくくタタタイイインンン、、、まままたたたははは土土土壌壌壌ががが軟軟軟
らららかかかいいい場場場合合合

長いむくタイン⅜" x 4"10mm x 100mm、あるいはニー
ドルタイプのタインを使用すると穴の前部が長くなったり
持ち上がった感じになったりすることがあります。いつも
通りのきれいな穴にするにはエンジンのハイアイドルを
2800-2900 rpm に落としてください。走行速度とコアリ
ングヘッドの運動はリンクしていますから、エンジン速度
の変更によって穴あけ間隔が変わることはありません。

エンジン速度を落としても、太いタインを使った時の穴
あけの品質が向上しない場合には、ロタリンクのダンパ
を強い設定に変更すると解決する可能性があります。
ロタリンクの設定をより硬くすることによって穴の前部の
破損をなくせる場合があります。しかし通常は、製造時
の設定が最もきれいな穴あけを行います。

注注注 設定を変える場合、半数アーム 3 本の設定だけを
変えて、テストを行うのが良いでしょう。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ロタリンクダンパアセンブリをコアリングヘッドに固
定しているロックナットを外す。

3. 一番上のダンパスペーサ厚さ 12.5mmを外して、
アセンブリをコアリングヘッドに再装着する。この
時、硬化処理した型ワッシャを使用するのを忘
れないこと。

4. バンパプレートを固定しているボルトをゆるめる。

5. バンパープレートを前にずらしてボルトで再固定
する。これはロタリンクバンパーが適切に振動で
きるようにするためである。

テストを行って穴の品質を比較してみる。効果があるよ
うなら、残りのロタリンクも同じように調整する。

注注注 タインのタイプを通常のコア抜きタイプやミニタイ
ンに変更した場合には、ロタリンクの設定を元に戻
してください。

エエエアアアレレレーーーシシショョョンンンががが終終終了了了しししたたたららら

日の作業が終わったら ノズルを付けないホース で機
体を十分に水洗いしてくださいシール部やベアリング
への浸水を防止するため。こびりついた汚れはブラシ
などで落としてください。カバー類はソフトな中性洗剤

で洗ってください。定期的に自動車ワックスを塗布す
るときれいな光沢を維持することができます。清掃が
すんだら、破損、オイルの漏れ、タインの摩耗など
機体各部を点検します。

タインを外し、洗ってオイルを塗ります。コアリング
ヘッドのベアリングクランクとダンパリンクにはオイルを
薄く吹き付けてください。

マシンを 2 日間以上にわたって保管する場合には整
備用ラッチを取り付けてください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間
• ポンプベルトの調整
• 油圧オイルとリターンフィルタおよびチャージフィルタを交換します。
• コアリングヘッド、ティラーハンドル、およびホイールナットのボルトのトルクを点検する。

使用開始後最初の 50 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルを点検する （エンジンが冷えている状態で点検してください。）
• 油圧オイルの量を点検する。
• エンジンのスクリーンにごみなどが付いていたら取り除いてください。 （汚れが激

しければより頻繁な清掃が必要です。）
• 安全装置のテストを行ないます。
• 油圧ラインを点検する。

25運転時間ごと

• スポンジ製エレメントを洗浄し、ペーパー製エレメントは破損していないか点検してく
ださい。

• バッテリー液の量を点検し、バッテリーを清掃します。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

50運転時間ごと • タイヤ空気圧を点検する。

100運転時間ごと
• エアフィルタのペーパーエレメントを交換する。
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• 燃料フィルタを交換する。

200運転時間ごと
• 点火プラグを点検する。
• 油圧オイルとリターンフィルタおよびチャージフィルタを交換します。

500運転時間ごと • コアリングヘッドのベアリングを点検し、必要に応じて交換してください。

長期保管前
• 30 日間以上にわたって保管するときは、「格納保管」の章の説明にしたがって必
要な整備を行なってください。

1年ごと
• コアリングヘッドのベアリングを点検します。
• ベルトが磨耗や破損していないか点検する。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 整備や調整を行う場合は必ずマシンを停止させ、エンジンを止め、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取

り、各部が完全に停止したのを確認してください。

• このマニュアルに記載されている以外の保守整備作業は行わないでください。大がかりな修理が必要になった
時や補助が必要な時は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• ボルト、ナット、ねじ類は十分に締めつけ、常に機械全体の安全を心掛けてください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はしないでください。可動部に近づかないでください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛かっている場合があります。取り外しには十分注意して
ください。

• タインの取り付けボルトやナットが所定のトルクで締め付けられているか、毎回点検してください。

• エアレータの整備作業終了後は、必ずすべてのガード類を正しく取り付け、フードを確実に閉めてください。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週

点点点検検検項項項目目目 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作

駐車ブレーキの作動を点検する。

エンジンオイルを点検する。

燃料残量を点検する。

エアクリーナを点検する。

冷却部の汚れ具合を点検する。

エンジンからの異常音がないか点検する。

運転操作時の異常音。

油圧オイルの量を点検する。

油圧ホースの磨耗がないか点検。

オイル漏れなど。

計器類の動作を確認する。

タインの状態を点検する。

塗装傷のタッチアップ修理を行う。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5
6

7

8

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜きききとととりりり、、、念念念のののたたためめめににに点点点火火火プププラララグググのののコココーーードドドををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火
コココーーードドドががが絶絶絶対対対ににに点点点火火火プププラララグググととと触触触れれれるるるここことととのののななないいいよよよううう、、、確確確実実実ににに隔隔隔離離離すすするるるこここととと。。。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカバババーーーををを
外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを
数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそ
れれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外

すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーー
ナナナかかからららボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。
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マママシシシンンンををを持持持ちちち上上上げげげるるる

注注注意意意
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややタタタイイイヤヤヤををを交交交換換換すすするるる場場場合合合なななどどど機機機体体体ををを
浮浮浮かかかせせせるるる必必必要要要がががあああるるるととときききにににははは、、、適適適切切切なななブブブロロロッッッククク、、、
ホホホイイイススストトト、、、ジジジャャャッッッキキキなななどどどををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。まままずずず機機機体体体
ををを、、、コココンンンクククリリリーーートトトなななどどどのののしししっっっかかかりりりしししたたた床床床ののの上上上ににに駐駐駐車車車
すすするるる。。。ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ前前前ににに、、、吊吊吊上上上げげげののの邪邪邪魔魔魔ににになななっっったたた
りりり整整整備備備作作作業業業にににににに不不不要要要なななアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトなななどどどははは全全全ててて外外外
すすす。。。車車車輪輪輪ははは、、、輪輪輪止止止めめめなななどどどででで確確確実実実ににに保保保持持持すすするるる。。。必必必
要要要ににに応応応じじじ、、、ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドややや安安安全全全ラララッッッチチチなななどどどををを利利利
用用用しししててて機機機体体体ををを確確確実実実ににに支支支えええるるる。。。こここののの保保保持持持ををを怠怠怠るるるととと、、、
機機機体体体ががが動動動いいいたたたりりり落落落下下下すすするるる危危危険険険がががああありりり、、、重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ににになななるるるおおおそそそれれれがががあああるるる。。。

機機機体体体前前前部部部のののジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 機体が動かないように後タイヤをブロックする。

重重重要要要 ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタ部部部分分分にににジジジャャャッッッキキキををを 掛掛掛けけけななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタががが破破破損損損しししままますすす。。。

3. 機体前部のフレームの下にジャッキを確実に置
く図 41。

g010055

図図図 41

1. フレーム

4. 機体前部を浮かせる。

5. 持ち上げた機体の下に角材やジャッキスタンドな
どを当てて確実に保持する。

機機機体体体後後後部部部のののジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 機体が動かないように後タイヤをブロックする。

重重重要要要 後後後ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタ部部部分分分にににジジジャャャッッッキキキををを 掛掛掛けけけななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタががが破破破損損損しししままますすす。。。

3. 後ホイールのすぐ内側にあるフレームプレートの
下にジャッキを確実に置く図 42。

g010056

図図図 42

1. フレームプレート

注注注 ホイストがある場合には、機体の後部をホイ
ストで吊り上げてください。その場合、コアリング
ヘッドのベアリングハウジングについているアイを
吊上げポイントとして利用します図 43。

g010057

図図図 43

1. 吊り上げ用アイ

4. 機体後部を浮かせる。

5. 持ち上げた機体の下に角材やジャッキスタンドな
どを当てて確実に保持する。
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潤潤潤滑滑滑

コココアアアリリリンンングググヘヘヘッッッドドドのののベベベアアアリリリンンングググ
ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと—コアリングヘッドのベアリングを

点検します。

500運転時間ごと—コアリングヘッドのベアリング
を点検し、必要に応じて交換してください。

このエアレータにはグリスアップの必要な箇所はあり
ません。

重重重要要要 ベベベアアアリリリンンングググががが、、、材材材質質質上上上ののの欠欠欠陥陥陥ややや製製製造造造上上上ののの瑕瑕瑕疵疵疵
のののたたためめめににに破破破損損損すすするるるここことととはははめめめっっったたたにににああありりりままませせせんんん。。。破破破損損損原原原
因因因のののうううちちちででで最最最ももも多多多いいいのののははは、、、水水水やややホホホコココリリリががが保保保護護護シシシーーールルルををを
通通通りりり越越越えええててて内内内部部部ににに侵侵侵入入入すすするるるここことととででですすす。。。グググリリリスススアアアッッップププののの
必必必要要要なななベベベアアアリリリンンングググでででははは、、、定定定期期期的的的にににグググリリリスススををを注注注入入入すすするるるこここ
とととででで、、、内内内部部部ににに侵侵侵入入入しししたたた異異異物物物ををを外外外へへへ押押押ししし出出出しししててていいいままますすすかかか
ららら、、、定定定期期期的的的ななな整整整備備備ががが非非非常常常ににに大大大切切切ででですすす。。。密密密封封封式式式のののベベベアアアリリリ
ンンングググははは、、、製製製造造造時時時ににに特特特殊殊殊なななグググリリリスススををを封封封入入入ししし、、、強強強力力力なななシシシーーー
ルルルににによよよっっっててて内内内部部部ををを保保保護護護しししててていいいままますすす。。。

密封式のベアリングは、短期的には何の整備も必要
ないので保守作業が軽減され、また、グリスが落ちて
ターフを汚すというような事故がありません。このため
保守作業が軽減され、また、グリスが落ちてターフを
汚すというような事故発生しにくくなります。普通に使
用していれば長期間にわたって高い性能を発揮します
が、定期点検は必ず行い、作動状態とシールの劣化
状態を確認してください。劣化を放置すると整備に思わ
ぬ時間がかかることになります。通常条件ではシーズ
ンに回の点検を行い、破損や磨耗が発見された場合に
は交換してください。回転がスムーズなこと、作動中
に熱を持たないこと、異音がしないこと、ガタや腐食
によるもれがないことが大切です。

ベアリングは消耗部品です。また、使用環境から様々
なストレス砂、農薬、水、衝撃などを受けますから、
整備の良し悪しによって寿命が大きく変わります。整
備不良によるベアリングの破損事故は保証の対象に
はなりません。

注注注 ベアリングの寿命は、洗浄手順により長くも短くもな
ります。機械各部が高温のときに水をかけないこと、
また、高圧の水をベアリングに直接当てないことが
非常に重要です。

使用開始直後に、ベアリングのシール部から少量のグ
リスが漏れ出してくるのは異常ではありません。染み出
してきたグリスは黒色に変色しますが、これはゴミが
混じるからであり、高熱による変色ではありません。
最初の8運転時間が終了した時点で、染み出ている
グリスをふき取ることをお奨めします。シールのリップ
の周囲がいつもグリスでぬれている感じがすることが
あります。これも通常範囲のことであり、シールリップ
が常時潤滑されている証拠です。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めて

行ってください

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—スポンジ製エレメントを洗

浄し、ペーパー製エレメントは破損し
ていないか点検してください。

100運転時間ごと—エアフィルタのペーパーエレ
メントを交換する。

フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. エンジン内部に汚れが落ちないように、まず、エ
アクリーナ周囲をきれいに清掃する。

3. エアクリーナのカバーを固定しているノブを外し、
カバーを取り出す(図 44)。

g004195

図図図 44

1. ノブ 6. スポンジ製プレクリーナ

2. エアクリーナのカバー 7. ペーパーフィルタ

3. カバーナット 8. ゴム製シール

4. スペーサ 9. エアクリーナのベース

5. カバー
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4. ペーパーエレメントについているスポンジエレメン
トを注意深く外す(図 44)。

5. カバーナットを外し、カバー、スペーサ、ペー
パーエレメントを外す(図 44)。

スススポポポンンンジジジ製製製プププレレレクククリリリーーーナナナののの洗洗洗浄浄浄
重重重要要要 スススポポポンンンジジジががが破破破れれれたたたりりり薄薄薄くくくなななっっっててていいいるるる場場場合合合にににははは交交交換換換
しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. スポンジ製プレフィルタを温水と液体洗剤で洗う。
汚れが落ちたら十分にすすぐ。

2. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさんで水分
を取る絞らないこと。

3. 乾いたらエンジンオイルを 60ccほど含ませる図
45。

g004196

図図図 45

1. スポンジエレメント 2. オイル

4. エレメントを軽く絞ってオイルを全体にゆきわた
らせる。

5. ペーパーフィルタに汚れや油汚れ、ゴムシール
の傷がないか点検する図 46。

g004197

図図図 46

1. ペーパーエレメント 2. ゴム製シール

重重重要要要 ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトははは絶絶絶対対対ににに清清清掃掃掃しししててて再再再使使使
用用用しししななないいい。。。ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトががが汚汚汚れれれててていいいたたたりりり
100運運運転転転時時時間間間ががが目目目安安安破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、新新新
しししいいいももものののににに交交交換換換すすするるる。。。

フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり付付付けけけ
重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、エエエンンンジジジンンンははは必必必ずずずペペペーーー
パパパーーーエエエレレレメメメンンントトトとととスススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトののの両両両方方方ををを取取取りりり付付付けけけ
ててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. ペーパーエレメントにスポンジエレメントを注意深
く取りつける(図 46)。

2. エアクリーナのベースにエアクリーナアセンブリを
取り付ける図 44。

3. カバーとスペーサを元どおりに取り付け、ナット
で固定する(図 44)。ナットを 11N·m 1.09kg.m =
95in-lbにトルク締めする。

4. エアクリーナのカバーを元通りに取り付け、ノブで
固定する(図 44)。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交
換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

100運転時間ごと—エンジンオイルとフィルタの
交換を行う。

注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合は、より頻繁な
オイルとフィルタの交換が必要です。

オイルのタイプ洗浄性オイルAPI 規格 SJ, SK, SL, SM
またはそれ以上

粘度下の表を参照してください。

g010152

図図図 47

1. エンジンを始動し、5 分間程度運転する。オイル
が温まって排出しやすくなります。

2. オイルが完全に抜けるように、排出口側がやや
低くなるように駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

3. オイルドレンの下に廃油受けを置く。ドレンプラグ
を外してオイルを受ける。

4. オイルが完全に抜けたら、プラグを取り付ける。

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分する。

5. オイルを受けられるように、フィルタの下に浅い
容器を置く図 48。
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図図図 48

1. オイルフィルタ

g001056

図図図 49

1. オイルフィルタ 3. アダプタ

2. ガスケット

6. オイルフィルタ図 48と図 49を外し、フィルタのア
ダプタガスケットの表面をきれいに拭く。

7. 新しいフィルタ中央の穴から適切なタイプの新し
いオイルを入れる。オイルがねじ山部分にきた
ら一旦停止する。

8. フィルタがオイルを吸収するまで1-2 分間まち、
吸収されなかった余分なオイルを出す。

9. 新しいフィルタのガスケットにオイルを薄く塗る。

10. アダプタに新しいフィルタを取り付ける。ガスケッ
トがアダプタに当たるまで手でねじ込み、そこか
ら更に ½ 回転増し締めする。

11. オイル補給口のキャップを取り、所要量の約 80%
のオイルを、バルブカバーから入れる。

12. オイルの量を点検する エンジンオイルの量を点検
する (ページ 18) を参照。

13. ディップスティックの F FULL マークに達するまで
補給口から残りのオイルをゆっくりと補給する

14. キャップを取り付ける。

点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—点火プラグを点検する。

取り付ける時には電極間のエアギャップを正しく調整し
ておいてください。取り付け、取り外しには必ず専用の
レンチを使い、エアギャップの点検調整にはすきまゲー
ジやギャップ調整工具などを使ってください。必要に応
じて新しい点火プラグと交換してください。

タイプChampion RC12YC または同等品エアギャッ
プ0.76 mm

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし
1. エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー

を抜き取る。

2. 点火プラグのコードが抜けているのを確認する
図 50。

g004207

図図図 50

1. 点火コード 2. 点火プラグ

3. 点火プラグの周囲をきれいにする。

4. プラグとワッシャを取り外す。

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検
1. 中央の電極部を観察する図 51。絶縁体部がう

す茶色や灰色なら適正、碍子が黒くなっている
のは不完全燃焼であるエアクリーナの汚れが原
因であることが多い。

重重重要要要 点点点火火火プププラララグググ自自自身身身ををを清清清掃掃掃しししななないいいこここととと。。。黒黒黒いいい汚汚汚
れれれ、、、電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂なななどどどがががあああるるる場場場合合合
ははは、、、新新新しししいいいももものののととと交交交換換換すすするるる。。。
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図図図 51

1. 中央の電極の碍子 3. 隙間実寸ではない

2. 側部の電極

2. プラグの電極間のエアギャップ図 51を点検し、

3. 適正値から外れていれば外側の電極図 51を曲
げて調整する。

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ
1. 点火プラグを取り付け穴に取り付ける。

2. 点火プラグを 27N·m2.21kg.m = 20ft-lbにトル
ク締めする。

3. 点火コードを取り付ける図 50。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

条条条件件件次次次第第第でででははは燃燃燃料料料ははは引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火災災災ややや爆爆爆
発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発ししし
たたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた停停停
止止止状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補給給給
すすするるる時時時ははは、、、補補補給給給管管管ののの上上上端端端かかからららででではははなななくくくタタタンンンクククののの
上上上面面面かかかららら約約約25 mm下下下のののレレレベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油ししし
ななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張
しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるる
たたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保
存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるる。。。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

重重重要要要 汚汚汚れれれててていいいるるるフフフィィィルルルタタタををを再再再取取取りりり付付付けけけすすするるるのののははは絶絶絶対対対
にににやややめめめてててくくくだだださささいいい。。。

1. マシンが冷えるのを待つ。

2. 燃料バルブを閉じる図 52。
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図図図 52

1. 燃料フィルタ 2. 燃料バルブ

3. 古いフィルタのクランプをゆるめて脇に寄せる図
52。

4. ホースからフィルタを抜き取る。

5. 新しいフィルタをホースに取り付け、クランプで
固定する図 52。

6. こぼれた燃料はふき取る。
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7. 燃料バルブを開く図 52。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃

危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららののの燃燃燃料料料ののの抜抜抜ききき取取取りりりはははエエエンンンジジジンンンががが
冷冷冷えええてててかかかららら行行行ううう。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい
場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 燃料バルブを閉じる図 52。
3. 燃料フィルタについているクランプをゆるめ、フィ

ルタからずらす図 52。
4. 燃料フィルタから燃料ホースを抜き取る図 52。

燃料バルブを開き、排出される燃料を適切な容
器に受ける。

注注注 燃料タンクが空になったこの時に燃料フィル
タを交換するのがベストです。

5. フィルタに燃料ホースをつなぎ、クランプで固定
する(図 52)。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続

を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接
続や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから
抜いておいてください。

• また、安全な服装を心がけ、工具は確実に絶縁さ
れたものを使ってください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—バッテリー液の量を点検

し、バッテリーを清掃します。

25運転時間ごと—バッテリーケーブルの接続
状態を点検する。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。
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危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを
起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚
ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここ
ととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護
すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維持しバッテ
リー上部を常にきれいにしておいてください。高温環
境下で保管すると涼しい場所で保管した場合に比べて
バッテリーは早く放電します

電解液の量は25 運転時間ごとに点検します。格納中
は30 日ごとに点検します。

各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を適
正レベルまで補給してください。水を補給するときは上
限を超えないように注意してください。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸したブ
ラシで定期的に清掃してください 清掃後は表面を水で
流して下さい清掃中はセルキャップを外さないでください

バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子に
しっかりと固定してください

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを
外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

端子が腐食した場合は ケーブルを外しマイナスケーブ
ルから先に外すこと、クランプと端子とを別々に磨い
てください磨き終わったらケーブルをバッテリーに接続
しプラスケーブルから先に接続すること、端子にはワ
セリンを塗布してください

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

ヒヒヒュュューーーズズズををを点点点検検検すすするるる
機械の電気回路を保護するためにヒューズを使用して
います図 53。ヒューズに関する整備は何も必要ありま
せん。但し、万一ヒューズが飛んだ場合には、配線が
ショートしていないか点検してください。

1. ヒューズは引き抜けば外れる。

2. 新しいヒューズを取り付ける。

g010074

図図図 53

1. ヒューズブロック
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと/毎月 いずれか早く到達し

た方

平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車ブレー
キを掛けてキーを抜き取る。

すべてのタイヤの空気圧が 83kPa0.84kg/cm2=12
psiに調整されていることを確認してください。測定はタ
イヤが冷えている状態で行うのがベストです。

重重重要要要 各各各タタタイイイヤヤヤででで空空空気気気圧圧圧がががバババラララバババラララだだだととと、、、均均均一一一ななな深深深さささ
にににコココアアアリリリンンングググででできききままませせせんんん。。。

g010030

図図図 54

1. 空気バルブ 2. ホイール用ウェイト

注注注意意意
ホホホイイイーーールルル用用用ウウウェェェイイイトトトははは非非非常常常ににに重重重いいい33kg。。。タタタイイイヤヤヤかかかららら
ウウウェェェイイイトトトををを外外外すすすととときききにににははは安安安全全全ににに十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調
整整整
走行レバーがニュートラル位置にあるときには本機は停
止していなければいけません。動きだすようでしたら
調整が必要です。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 機体をジャッキアップしてどちらか一方の前輪と
後輪を浮かす。機体をジャッキスタンドで支え
る。手順については マシンを持ち上げる (ページ
32)を参照。

3. トラクション調整カムのロックナットをゆるめる
(図 55)。

g010062

図図図 55

1. トラクション調整カム

4. エンジンを始動し駐車ブレーキを解除する。

警警警告告告
カカカムムムののの最最最終終終調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを回回回転転転さささせせせななな
がががららら行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。危危危険険険ををを伴伴伴ううう作作作業業業ででであああ
るるるかかかららら、、、

マママフフフラララーーーなななどどどののの高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部、、、可可可動動動部部部ににに
顔顔顔ややや手手手足足足ををを近近近づづづけけけぬぬぬよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

5. ホイールが回らなくなるようにカムを回転させて
調整する。

6. ロックナットを締めて調整を固定する。

7. エンジンを停止する。

8. ジャッキをゆるめて機体を床に下ろす。

9. 試験運転で調整クリーピングしなくなっているこ
とを確認する。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

ポポポンンンプププベベベルルルトトトののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ベルトカバーのラッチを外し、カバーを取り外す
図 56。

g010065

図図図 56

1. ベルトカバー

3. ポンプシールド取り付けナット 2 個を外してシー
ルド外す図 57。

g010066

図図図 57

1. ポンプシールド

4. ポンプベルトのアイドラを調整スロットの範囲内
で動かせる程度に、アイドラのボルトをゆるめ
る図 58。

g010067

図図図 58

1. アイドラボルト 2. アイドラプーリ

5. アイドラプーリの上部を軽くたたいて、テンション
スプリングの聴力でベルトに張りを出す。

注注注 テンションスプリングの張力だけで張りを掛け
てください。これ以上の力を掛けると損傷する
恐れがあります。

6. アイドラボルトを締めて固定する。

7. ポンプシールドとベルトカバーを取り付ける。

ベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと

駆動ベルトは非常に耐久性の高い部品です。しかし、
紫外線やオゾン、薬剤などに触れて劣化が進んだり傷
んだり割れなどする可能性があります。

一年に一度はベルトの点検を行い、磨耗具合、割れ
の発生、よごれや異物の付着を点検してください。必
要に応じて交換してください。ベルト交換キットを代
理店で販売しています。
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制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

芝芝芝面面面追追追従従従シシシススステテテムムムのののリリリセセセッッットトト
ターフガードを交換する場合を除き、トゥルーコア芝面
追従システムになんらかの整備や調整を行った場合、
および、タインホルダーを一番低くセットするとターフ
ガードに当たってしまう場合には、深さ調整タイロッドの
リセットが必要になります。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 左ターフガード取り付けブラケット図 59を上に回
転させて、固定ピン5/16" のドリルビットかボル
トを使うを、ブラケットと深さ設定チューブの間
に挿入する。

g010063

図図図 59

1. ターフガード取り付けブラ
ケット

4. 深さ調整タイロッド

2. タイン深さレバー 5. ロックピン

3. アウトボード・ボールスイッ
チ

3. タイン深さレバー図 59を H に設定一番深い設
定にする。

4. アウトボード・ボールスイッチ図 59をワイヤハーネ
スヘッド降下スイッチから外す。

5. 深さ調整タイロッドのジャムナット左右をゆるめ
る図 59。

6. テスターを用意するボールスイッチが閉じるの
を確認するため。

7. タイロッドを回して、スイッチがちょうど閉じるポイ
ントを探す。

8. そのポイントで左右のジャムナットを締める。

9. ボールスイッチをハーネスに接続する。

10. ターフガードブラケットと深さ設定チューブから
ピンを外す。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専

門医の治療を受ける。万一、油圧オイルが体内
に入った場合には、数時間以内に手術を受ける
必要がある。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

油油油圧圧圧ララライイインンンののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

油圧ライン・油圧ホースは毎回使用前に点検してくださ
い オイル漏れ ねじれ 支持部のゆるみ 磨耗 フィッティ
ングのゆるみ 風雨や薬品による劣化などがないか十
分に点検してください異常を発見したら必ず運転を行
う前に修理してください。

注注注 油圧システムの周辺にゴミをためないようにしてく
ださい。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

200運転時間ごと

重重重要要要 自自自動動動車車車用用用のののオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタなななどどどををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。重重重大大大ななな内内内部部部損損損傷傷傷ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 リターンフィルタを外すとオイルタンク内部の全部の
オイルが排出されます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. フィルタの下に容器を置き、フィルタを外し、フィ
ルタアダプタのガスケット部をきれいに拭く図 60。
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g010060

図図図 60

1. 油圧リターンフィルタ 2. 油圧チャージフィルタ

3. 新しいフィルタのガスケットに油圧オイルを薄く
塗る。

4. それぞれのアダプタにフィルタをねじ込む。ガ
スケットがアダプタに当たるまで手でねじ込み、
そこから更に ½ 回転増し締めして各フィルタを
取り付ける。

5. ディップスティックのFULLマークまでオイルを入れ
る 油圧オイルを点検する (ページ 18)を参照。

6. エンジンを始動して2分間運転し、システム内の
エアをパージする。エンジンを止めてキーを抜
き、オイル漏れがないか点検する。

7. オイルが暖かいうちにオイルの量を再点検する。
必要に応じてディップスティックの FULLマークま
で補給する。入れすぎないこと

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののテテテススストトトポポポーーートトト
油圧回路試験実施用にテストポートがあります必要に
応じToro代理店にご相談ください。

• テストポートG2図 61は走行チャージ回路の故障探
究用ポートです。

g010061

図図図 61

1. テストポートG2 2. テストポートG1

• テストポートG1図 61は昇降回路の故障探究用ポー
トです。
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エエエアアアレレレーーータタタののの保保保守守守

締締締めめめ付付付けけけトトトルルルクククののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車ブレー
キを掛けてキーを抜き取る。

コアリングヘッド、ティラーハンドル、およびホイール
ナットのボルトのトルクを点検し、適切な締め付けに
なっていることを確認してください。適正トルク値は、
コアリングヘッドに貼付されているステッカーに標示
してあります。

g010072

図図図 62

サササイイイドドドシシシーーールルルドドドののの調調調整整整
コアリングヘッドのサイドシールドは、エアレーション中
の底部の高さが芝から25-38mm程度になるように調
整します。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. サイドシールドをフレームに固定しているボルトと
ナットをゆるめる図 63。

g010064

図図図 63

1. サイドシールド

3. シールドを上下させて高さを調整し、ナットを締め
て固定する。

タタターーーフフフガガガーーードドドののの交交交換換換
ターフガードが割れたり、ひどく磨耗厚みが6mm以下し
た場合には交換してください。ターフガードが割れてい
ると芝を引っ掛けて損傷します。

g010068

図図図 64

1. ターフガード

ターフガードが薄くなると、しなりが大きくなり、自動芝
面追従が正確に機能できなくなります。

穴穴穴あああけけけ間間間隔隔隔ののの調調調整整整
穴あけ間隔は走行速度の設定で決まります。工場か
ら出荷する時点では、通常の穴あけ間隔設定値から
3mm 以内に調整してあります。

間隔が希望通りに出ない場合には、以下の要領で
調整します

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ベルトカバーのラッチを外し、カバーを取り外す
図 56。
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3. ポンプシールド取り付けナット 2 個を外してシー
ルド外す図 57。

4. 穴あけ間隔を希望の位置にセットし、テスト場で
実際に少なくとも 4.5m 程度の距離の穴あけを
行ってみる。

5. 間隔を測定し、平均値を求める。

例例例穴あけ間隔レバー設定が5.1cm の場合

51cm ÷ 10 穴 5.1cm 穴の間隔、すなわち、名
目設定値より 3mm 長い図 65。

g010069

図図図 65

1. 48 cm (10 穴)

48 cm ÷ 10 穴 4.8cm 穴の間隔、すなわち、名
目設定値より 3mm 短い図 66。

g010070

図図図 66

1. 48 cm (10 穴)

6. 調整する場合ポンプのストップボルト図 67をス
トッププレートに近づけると穴あけ間隔が小さくな
り、遠ざけると間隔が大きくなる。

g010071

図図図 67

1. ポンプストップボルト

7. 正規の間隔になるまで上記4-6を行う。

注注注 ボルト1回転で、穴あけ間隔が約16mm変化
します。

コココアアアリリリンンングググヘヘヘッッッドドドのののタタタイイイミミミンンングググ
コアリングヘッドには非常に分かりやすいタイミング
マークが付いています。

g010073

図図図 68

1. タイミングマーク
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保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 点火コードを外す。

3. 機体各部、特にエンジンや油圧装置に付着して
いる泥や刈りかすをきれいに落とす。特にエンジ
ンのシリンダヘッドや冷却フィン部分やブロアハウ
ジングを丁寧に清掃する。

4. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整備
(ページ 33)を参照。

5. エンジンオイルを交換する エンジンオイルとフィル
タの交換 (ページ 34)を参照。

6. 油圧フィルタと油圧オイルを交換する 油圧オイル
とフィルタの交換 (ページ 41)を参照。

7. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 39)を参照。

8. タインの状態を点検する。

9. 本機を30 日以上にわたって使用しない場合は、
以下の要領で格納前整備を行ってください

A. バッテリー端子からケーブルを外し、車体か
らバッテリーを取り出す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重
曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに
24時間かけてゆっくりと充電する。バッテ
リーの凍結を防止するため、フル充電状態
で保管するようにしてください。完全充電した
バッテリー液の比重は1.265-1.299 になる

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守しししバババッッッテテテリリリーーーににに
いいいかかかなななるるる火火火気気気ももも近近近づづづけけけななないいい。。。

E. 充電終了後は、機体に取り付けて保存して
も、機体から外したままで保存してもよい。
機体に取り付けて保存する場合は、ケーブ
ルを外しておく。温度が高いとバッテリーは
早く放電するので、涼しい場所を選んで保
管する。

F. 石油系のスタビライザ/コンディショナ燃料品
質安定剤を燃料タンクの燃料に添加する。
混合の方法はスタビライザーのメーカーの指
示に従う。アルコール系のスタビライザエタ
ノール系やメタノール系は使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

注注注 スタビライザは、新しい燃料に添加して常
時使うのが最も効果的です。

G. エンジンをかけて、コンディショナ入りの燃料
を各部に循環させる5分間。

H. エンジンを停止し、エンジンの温度が下がる
のを待って燃料を抜き取る 燃料タンクの内
部清掃 (ページ 37)を参照。

I. エンジンを再度始動するチョークを引いて始
動し自然に停止するまで運転する。

J. チョークを引く。始動できなくなるまでエンジ
ンの始動運転を続ける。

K. 抜き取った燃料は法令などにしたがって適
切に処分する。

重重重要要要 コココンンンデデディィィシシショョョナナナ入入入りりりののの燃燃燃料料料でででももも90日日日間間間以以以
上上上ののの保保保存存存はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

10. 点火プラグを外し、点検を行う 点火プラグの整備
(ページ 35)を参照。各プラグの取り付け穴からエ
ンジンオイルをスプーン2杯程度入れ、スタータを
回してエンジンをクランクさせ、オイルをシリンダ
内部に行き渡らせる。点火プラグを取り付ける。
ただし点火プラグのコードは外しておく。

11. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。破損したり摩耗したりし
たパーツを交換する。

12. 機体全体を水洗いして乾かす。タインを外し、
洗ってオイルを塗る。コアリングヘッドのベアリン
グクランクとダンパリンクにはオイルを薄く吹き
付けてください。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル、、、エエエンンンジジジンンン、、、油油油圧圧圧ポポポ
ンンンプププ、、、モモモーーータタタににに大大大量量量ののの水水水ががが掛掛掛かかからららななないいいよよようううににに注注注
意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 機体の洗浄がおわったらエンジンを掛けて2-5
分間程度運転してください。

13. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をす
る。ペイントは代理店で入手することができる。

14. マシンを 2 日間以上にわたって保管する場合に
は整備用ラッチを取り付けてください。

15. 汚れていない乾燥した場所で保管する。始動ス
イッチのキーは必ず抜き取って子供などの手の届
かない場所に保管する。

16. 機体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 走行レバーがニュートラルにセットされ
ていない。

1. 走行レバーをニュートラルにする。

2. バッテリーが上がっている。 2. バッテリーを充電する。

3. 配線のゆるみ、腐食など。 3. 配線を点検修正する。

4. ニュートラルスイッチの調整不良。 4. ニュートラルスイッチを調整する。

スタータがクランキングしない。

5. リレーまたはスイッチが誤動作してい
る。

5. 代理店に連絡する。

1. ガス欠。 1. 燃料を補給する。

2. チョークが掛かっていない。 2. チョークを前に倒して始動する。

3. エアクリーナが汚れている。 3. エレメントを清掃または交換する。

4. 点火プラグコードが外れているかゆる
い。

4. 点火プラグに点火コードを取り付ける。

5. 点火プラグの不良かギャップの調整不
良。

5. 正しく調整された新しいものに交換す
る。

6. 燃料フィルタが詰まっている。 6. 燃料フィルタを交換する。

エンジンが始動しない、始動しにくい、す
ぐ止まる.

7. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 7. 代理店に連絡する。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エアクリーナが汚れている。 2. エアクリーナエレメントを清掃する。

3. エンジンオイルの不足。 3. クランクケースにオイルを入れる

4. 冷却フィン付近およびエンジンのブロ
アハウジングの下付近が目詰まりして
いる。

4. 清掃して空気の流れを良くする。

5. 点火プラグの不良かギャップの調整不
良。

5. 正しく調整された新しいものに交換す
る。

6. 燃料フィルタが詰まっている。 6. 燃料フィルタを交換する。

エンジンのパワーが出ない。

7. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 7. 代理店に連絡する。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エンジンオイルの不足。 2. クランクケースにオイルを入れる

エンジンがオーバーヒートしている。

3. 冷却フィン付近およびエンジンのブロ
アハウジングの下付近が目詰まりして
いる。

3. 清掃して空気の流れを良くする。

1. エンジン固定ボルトがゆるい。 1. 固定ボルトを締め付ける。

2. ジャックシャフトまたはコアリングヘッド
のベアリングが磨耗している。

2. ベアリングを交換する。

異常に振動する。

3. ジャックシャフトまたはコアリングヘッド
のベアリングが磨耗している。

3. 締め付け又は交換する。

1. 駐車ブレーキが掛かっている。 1. 駐車ブレーキを解除する。

2. 油圧オイルが不足している。 2. 油圧オイルを補給する。

3. バイパスバルブが開いている。 3. バルブを閉じる。

走行できない。

4. 油圧装置が故障している。 4. 代理店に連絡する。

1. 油圧オイルが不足している。 1. 油圧オイルを補給する。

2. バイパスバルブが開いている。 2. バルブを閉じる。

3. ベルトが磨耗、またはゆるい。 3. 調整または交換する。

4. クラッチが磨耗している。 4. クラッチを交換する。

5. スイッチまたはリレーが磨耗している。 5. 交換する。

コアリングヘッドが作動しない。

6. 油圧装置が故障している。 6. 代理店に連絡する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 地面が固すぎる。 1. 「作業のコツ」を参照。エアレーション中にヘッドがバウンドする。

2. リリーフ設定または制限オリフィスに問
題がある。

2. ヘッド昇降システムからの油圧応答によ
る。サービスマニュアルを参照してシス
テム圧力を調整する。システム圧力を
調整するサービスマニュアルを参照

1. スイッチバンドルの調整が必要。 1. スイッチを調整するサービスマニュア
ルを参照

打ち込み及び引き抜きの際にターフがぼさ
ぼさになったり裂けたりする。

2. ヘッドの降下が遅すぎる。 2. SVQ ソレノイドの機能試験を行う

クワッドタインやミニタインの穴あけに問題
がある。

1. 穴あけ間隔が均等でない。 1. 間隔を点検する「作業のコツ」を参
照。

サイドイジェクトタインを使うとターフがぼさ
ぼさになったり裂けたりする。

1. 地面から出るときに側面の排出窓が
引っかかっている。

1. タインを45-90°回転させて横に排出さ
せる。改善できない場合は中空タイン
に交換する。

1. コアリングヘッドの姿勢角度を点検す
る。

1. サービスマニュアルで仕様を確認する

2. タインの直径、間隔、数量などが適切
でない。

2. タインの直径を小さくする、ヘッドあた
りのタイン数を減らす、または穴あけ
間隔を広くする。

3. 打ち込み深さが大きすぎる。 3. エアレーション深さを浅くする。

4. 穴あけ間隔が狭すぎる。 4. 穴あけ間隔を広くする

エアレーション時にターフが持ち上げられ
たり裂けたりする。

5. ターフ状態が悪い根が浅すぎて作業に
耐えられない。

5. 作業方法や時期を変える

穴の前部がへこむまたは押しつぶされる。 1. ロタリンクが「軟らかめ」に設定され
ている。

1. 「作業のコツ」を参照。
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欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報を訂正したい場合などのアクセス方法
ご自身の個人情報を確認・訂正されたい場合には、legal@toro.com へ電子メールをお送りください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。
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Toro 製製製品品品保保保証証証

2年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro®社およびその関連会社であるToroワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社のハイドロジェクトまたはプロコアエアレータ製品「製品」と呼
びますの材質上または製造上の欠陥に対して、2年間または500運転時間の
うちいずれか早く到達した時点までの品質保証を共同で実施いたします。こ
の保証は、すべての機器に適用されますこれらの製品については別途保証
があります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運
賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196
952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは オペレーターズマニュアル に記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、
タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品として
ダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など エンジンのチューンナップ、潤滑、
洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施など
は「製品」の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナー
が負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損失失失
なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記ののの
交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有
効期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に
たいする免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対す
る有効期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容が
当てはまらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地
域によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエン
ジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個に
適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。上
に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわしく
は、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカーからの書類に記載され
ている、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合は本社へ直接お問い合わせください。
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